

































































































































2018 年 7 月時点での限界として、例外処理（不正会計検
出など）はまだまだ難しい側面や、結果が安定しないデ ター
の傾向に引きずられる特性上の課題と共に「Big Data」を
手に入れることが難しい点も指摘された。AIを活用してその
結果を適切に評価できる人材が望まれる。変化が著しさを増
す中で、それを「積極的に受け入れたい人々、待ちこがれ
ている人々」と「変化を恐れる人々」との相克がある。恐れ
る人 は々今のところ、ナショナリズムやポピュリズムなど、過去
の手法に解決策が
あると思っている（ク
ラウス・シュワブ）を
引用され、新会計
教育を取り巻く意識
変化の重要性を指
摘された。
